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脂肪細胞は、細胞株などを用いた実験より活性酸
素産生細胞であることが示されている。さらに、遺
伝的肥満もしくは糖尿病マウスの脂肪細胞では活怪
酸素産生酵素であるNADPHoxidaseの発現量が増
加しており、細胞内活性酸素量が増加していること
が明らかとなっている。この脂肪細胞内の活怪酸素
の増加は　tumor necrosis］払ctor－α（TNF－αや
adiponectinなどのアデイポサイトカインの発現異
常を引き起こすことから、活性酸素はメタポリック
シンドロームの原因の1つであることが示唆されて
いる。一方、ポリフェノールは強力な抗酸化物質と
して近年注目を浴びてきているが、脂肪細胞におけ
る抗酸化作用についてはほとんど検討されていない。
そこで本研究では、ライチ由来新規低分子化ポリフ
ェノールである01igonol（（株）アミノアップ化学、
札幌）の脂肪細胞での抗酸化作用および脂肪細胞の
分化に及ぼす影響を検討した。01igonol存在下で24
時間培養後のマウス白色（HW細胞）ならびに褐色
脂肪細胞株（HB2細胞）の活性酸素量をNBT還元
法で測定した。01igonolを添加した両細胞の活性酸
素量はコントロールに比べて有意な低値を示した。
一方、非低分子化ライチ由来ポリフェノール（LFP）
で培養した場合は01igonolに比べその効果は小さ
かった。0ligonolまたはLFP存在下で培養したHW
細胞では、TNF－α，adiponectin，Plasminogen
activatorinhibitor－1（PAI－1），1eptin，mOnOCyte
chemoattractantprotein－1（MCP・1）遺伝子や、抗
酸化酵素であるsuperoxidedismutase（SOD）アイ
ソザイムのひとつmanganese SOD（Mn－SOD）遺
伝子の発現がコントロールに比べて減少した。一方、
HB2細胞ではPAI－1とMn－SOD遺伝子の発現が減
少した。さらに、01igonolによるこれらの遺伝子発
現変化の細胞内機構について検討するため、PAI－1
やMCP・1の遺伝子発現に重要な役割を果たす転写
因子であるnuclear fhctorkB（NF－kB）に着目し実
験を行った。NF一口B遺伝子の発現と核分画中のタ
ンパク質局在は01igonolまたはLFP添加により両
細胞で減少した。そのため、これらの機構が両物質
によるPAI－1やMCP・1の遺伝子発現低下に関与し
ている可能性が考えられた。また、両細胞の分化段
階に01igonolあるいはLFPを添加すると、分化誘
導による脂肪酸合成酵素や脂肪細胞の分化に重要な
転写因子であるperoxisomeprolifbratoractivators
receptor－Y2（PPAR－Y2）などの遺伝子発現の上昇が
コントロールに比べ抑制された。さらに、細胞内の
脂肪滴貯留も抑制された。次に、元日彿甲における
01igonolの効果について検討するため、6過齢
C57BL／6J雄マウスを、脂肪含量32％の高脂肪食の
みを5週間与えた群、高脂肪食と01igonolあるい
はLFP（100mg／kg！day）を与えた群と脂肪含量5％
の通常食を与えたコントロール群に分け実験を行っ
た。高脂肪食単独摂取群、高脂肪食＋01igonol摂取
群と高脂肪食＋LFP摂取群間の体重および摂食量に
有意な差は認められなかった。高脂肪食単独摂取群
の副皐丸周囲白色脂肪組織重量とチオバルビツール
酸反応物質（TBARS）で測定した脂肪組織内活性
酸素量はコントロール群に比べて有意な高値を示し
たが、高脂肪食十01igonol摂取群ではそれぞれの増
加が高脂肪食単独群と比べて有意に抑制されていた。
高脂肪食＋LFP摂取群では高脂肪食単独摂取群との
差がみられなかった。高脂肪食単独摂取群の白色脂
肪組織ではTNF一口，MCP－1遺伝子の発現がコント
ロール群に比べ増加し、adiponectin遺伝子の発現
が低下した。これに対し、高脂肪食＋01igonol摂取
群ではこれらの遺伝子発現の変化がみられないかそ
の程度が小さかった。さらに、この群では高脂肪食
単独摂取群よりもPAI・1遺伝子の発現が小さく、逆
‾た‾lepti元‾もⅩtraCellularSOD（Bc・gOD）遺伝子の
発現は増加した。一方、高脂肪食＋01igonol摂取群、
高脂肪食＋LPP摂取群の肩甲骨間褐色脂肪組織では、
EC－SOD，unCOuPlmgproteinl（UCP－1）遺伝子の
発現がコントロール群および高脂肪食単独摂取群に
比べて有意に増加した。以上のことから、ライチ由
来新規低分子化ポリフェノール01igonolは両脂肪
細胞（組織）において抗酸化作用を示し、メタポリ
ツクシンドロームに関与するアデイポサイトカイン
遺伝子の発現制御や脂肪細胞の分化抑制作用を有す
ることが示唆された。なお、非低分子化ライチ由来
ポリフェノール（LFP）の効果は、低分子化された
01igonolと比較してやや弱い傾向が認められた。
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